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認知症地域支援推進員の活動と
認知症の人にやさしいまちづくり

社会福祉法人 浴風会
認知症介護研究・研修東京センター

永田 久美子
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2016年9月5日
平成28年度 認知症ケアセミナー

１．認知症地域支援推進員とは・・・ ＊以下、推進員とする

２．全国市区町村における認知症地域支援推進員の配置状況

３．推進員の活動実態と課題

４．全国各地の推進員の取組の実際

５．各市区町村が、認知症の人にやさしいまちになるために

～認知症地域支援推進員とともに進めるまちづくり～

本日お伝えすること
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１．認知症地域支援推進員とは

3

4

もし、自分が認知症になったら・・・・

自分のまちで
自分は、どう暮らしていけるのだろうか？
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本
人
の
状
態

発症 全身状態低下
最期自分らしい暮らし

これまでの誤解： 認知症になると悪くなる一方
その後の人生は、真っ暗・・・

←認知症になると悪くなる一方

生活の支障が増える

友

本
人
の
状
態

発症 全身状態低下 終末

理解・支援・つながり不足

在宅サービス

グループホーム

理解・支援・つながりあり

＊

＊

＊
＊

自分らしい暮らし

家族や親せき
職場の人々
地域の人々,子供達
町内会、友人
民生委員さん
店、交通機関他

施設

＊どの段階でも
あきらめないで
より良い状態になるように

地域包括支援センター

ケアマネージャー
訪問介護・訪問看護
デイサービス・デイケア
ショートステイ、他

小規模多機能

かかりつけ医・専門医

つ
な
が
っ
て
力
を
合
わ
せ
る

＊

保健・行政サービス

いつでも・どこでも、大切な生活仲間

本人、家族
周囲の人々が

互いに楽

病院

生活の支障が増える

わかってきていること：理解・支援・つながりがあるとよりよく暮らせる！



2016/9/8

4

予防事業

早期発見

初期集中
支援

権利擁護

行方不明
対策

診断
治療

虐待
対策

認知症
ケアパス

サポーター
/メイト

在宅
医療

入院
医療

在宅
介護
サービス

地域
密着型
サービス

施設
介護サー
ビス

相 談

その他家族支援
若年の人の

支援

認知症
カフェ

啓発

見守り

近年、急ピッチで、サービスや⽀援者が増えつつあるが・・・

予防事業

早期発見

初期集中
支援

権利擁護

行方不明
対策

診断
治療

虐待
対策

認知症
ケアパス

サポーター
/メイト

在宅
医療

入院
医療

在宅
介護
サービス

地域
密着型
サービス

施設
介護サー
ビス

相 談

その他家族支援
若年の人の

支援

認知症
カフェ

啓発

見守り

近年、急ピッチで、サービスや⽀援者が増えつつあるが・・・

・何があるのか、よくわからない

・必要な時に、必要なものにつながらない

・関係者がバラバラ、無駄や無理が多い

➡過剰な不安やストレス➡状態悪化

安心してよりよい経過をたどれない！
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予防事業

早期発見

初期集中
支援

権利擁護

行方不明
対策

診断
治療

虐待
対策

認知症
ケアパス

サポーター
/メイト

在宅
医療

入院
医療

在宅
介護
サービス

地域
密着型
サービス

施設
介護サー
ビス

相 談

その他家族支援
若年の人の

支援

認知症
カフェ

啓発

見守り

今、国は抜本的な改⾰を進めています。

＜新オレンジプラン＞
認知症とともによりよく暮らせることをめざす
★本人・家族の視点の重視
➡町のあらゆる立場・分野の人たちがつながって
➡やさしい地域を一緒につくる

予防事業

早期発見

初期集中
支援

権利擁護

行方不明
対策

診断
治療

虐待
対策

認知症
ケアパス

サポーター
養成/
メイト

在宅
医療

入院
医療

在宅
介護
サービス

地域
密着型
サービス

施設
介護サー
ビス

相 談

その他家族支援
若年の人の

支援

そこで登場したのが、認知症地域⽀援推進員！

認知症
カフェ

啓発

見守り

①バラバラのままでなく、地域の⼈・取組を、つなぐ！：連携の推進

②認知症の⼈への理解と対応⼒を⾼める

③（早めの）相談を⼤切にして、本⼈・家族が必要なことにつながる
流れをつくる：相談⽀援・⽀援体制づくり

平成30年度までに
全市町村に
配置
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２．全国市区町村における推進員の配置状況

11

認知症地域支援推進員

配置している市町村の数

平成３０ 年度 全市町村 （予定）

平成2７年度 ８39市町村 （48.2%）

平成２６年度 ２２５市町村 （12.9％）

平成2８年度

平成2９年度
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【参考情報】

今年度、認知症地域支援推進員研修を実施中。
全18回 2000名超の人が受講（東京センター主催）。

仙台
大宮

杉並

名古屋

神戸
水戸

大阪

金沢

広島

福岡

高松
宮崎

那覇

急ピッチで進む推進員の配置：量と同時に、質の確保をめざして。

３．推進員の活動実態と課題
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15

◆どこに、どんな人が推進員として配置されているのか？

◆活動の実態や課題は？ →よりよい活動を推進するには？

平成27年度厚⽣労働省⽼健事業
「都道府県及び市区町村における認知症地域⽀援推進員の効果的な
活動と地域資源ネットワーク構築の促進に関する調査研究」

質問紙調査（平成27年11月30日～平成28年1月22日）

市区町村調査（郵送による悉皆調査）
配布数：1,741件
回収数：1,022件（回収率：58.7％）

推進員調査（市区町村から推進員に配布）
回収数：1,347件 （回収率：58.6％）

配置年度 n ％

平成２１年度 4 0.3%

平成２２年度 16 1.2%

平成２３年度 30 2.2%

平成２４年度 57 4.2%

平成２５年度 98 7.3%

平成２６年度 180 13.4%

平成２７年度 774 57.5%

平成２８年度 72 5.3%

平成２９年度 4 0.3%

平成３０年度 2 0.1% 16

推進員調査

平成27年
10月段階

すでに配置
1200名

推進員として配置むされた年度(予定を含む）
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推進員の配置場所

市町村

本庁, 
19.4%

地域包括

支援ｾﾝﾀｰ

（直営）, 
23.8%

地域包括支援

ｾﾝﾀｰ（委

託）, 52.9%

その他, 
4.0%社会福祉協議会

グループホーム
小規模多機能型
医療機関 等

18

常勤, 
92.4%

非常勤, 
7.6% 専従, 

14.6%

兼務, 
85.4%

勤務形態
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19

推進員が有している資格

保健師, 
31.7%

看護師, 
42.3%

精神保健福

祉士, 9.5%社会福祉士, 
34.1%介護福祉士, 

23.8%

介護支援

専門員, 

56.2%

主任介護支

援専門員, 

25.3%

その他, 8.7%

20

医療介護福祉分野での経験年数

平均 15.7年 （SD. ８．９）

＊最大 47年 ～ 最小 0年
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多様な関係者との連携・ネットワークづくりの活動

22

多様な人々との連携の実態
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23

多様な人々の理解と対応力を高める活動

24

地域包括支援センターや介護支援専門員等から、
認知症に関する相談とその支援

回答数 ％

はい 920 85.9

いいえ 121 11.3

無回答 30 2.8

合計 1,071 100.0%

＊認知症に関する相談を受けることがあるか

＊相談の内容
回答数 ％

ご本人への支援のあり方 814 76.0
御家族への支援のあり方 762 71.1
関係者との連携方法 529 49.4
社会資源の種類や利用方法 656 61.2
その他 65 6.0
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所属先の違いによる課題として感じていること

25

「業務量が多く、推進員
としての活動・取組に
十分な時間が取れない」

「所属機関の推進員活動に
対する理解・協力が得ら
れにくい」

推進員調査

10

256

116

100

16

212

114

75

25

96

57

54

3

6

9

2

3

23

11

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他 (n=56)

委託包括 (n=596)

直営包括 (n=304)

行政 (n=239)

とても感じている まあ感じている あまり感じていない 全く感じていない 無回答

4

57

12

12

15

152

62

59

29

262

170

133

6

98

49

34

10

11

27

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

その他 (n=56)

委託包括 (n=596)

直営包括 (n=304)

行政 (n=239)

とても感じている まあ感じている あまり感じていない 全く感じていない 無回答

n=1,200

26

9.7 

5.5 

10.7 

10.0 

11.5 

8.0 

2.6 

13.5 

41.2 

25.1 

35.0 

32.2 

40.6 

37.9 

16.2 

38.8 

35.5 

51.2 

41.7 

44.3 

34.8 

40.1 

58.1 

35.2 

8.0 

12.4 

6.9 

7.8 

7.5 

8.4 

17.3 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症の人やその家族の声を反映した支援ができるように…

認知症の人を支援するお店や企業等が増えた

認知症に関する早期対応が可能となった

認知症に関する地域からの相談件数が増えた

認知症に関する相談支援担当者のスキルが上がった

認知症に関する地域全体の相談体制が構築された

認知症の人が利用・受診・入院等ができる事業所/病院/機関…

医療・介護や関係者間のネットワーク・連携体制が構築された

推進員を配置したことで感じている効果 n=549
数字は％

市区町村調査
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４．全国各地の推進員の取組の実際

27

認知症
地域支援
推進員

認知症対応力向上のための支援

医療・介護等の支援ネットワーク構築

相談支援・支援体制構築

市町村

協働

地域の本人・家族のよりよい暮らしをめざし、
地域の専門職・多様な人たちの力をのばしながら
支えあいのネットワークを育てている取組の例

28

自地域の現状
をよく把握し
何をめざすか
今、何が必要
で、できること
は何か、を

十分に話し合
いながら
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①堺第１高齢者支援センター
②堺第２高齢者支援センター
③忠生第１高齢者支援センター
④忠生第２高齢者支援センター

⑤鶴川第１高齢者支援センター
⑥鶴川第２高齢者支援センター

⑦町田第１高齢者支援センター
⑧町田第２高齢者支援センター
⑨町田第３高齢者支援センター

⑩南第１高齢者支援センター
⑪南第２高齢者支援センター
⑫南第３高齢者支援センター

■東京都町田市の取組み
認知症の人がたどる道筋（ケアパス）を作り
本人と家族が希望を持てる相談や連携,地域支援を拡充中！

認知症地域支援推進員33名
【内訳】市職員3名・地域包括支援
センター職員30名（兼務）

人口43万人、高齢化率24.9%

町田市にある地域資源の掘り起こしと整理
情報をもちより、話しあいを重ね、
地域にあるものを活かし、つなぎ、

認知症の初期から最期まで
本人と家族が安心して希望をもって暮らしていけるための
道筋(認知症ケアパス）を推進員と行政が作り上げる。

２０Copyright © 2016町田市5高齢者福祉課 All 
Rights Reserved.



2016/9/8

16

★「本人・家族の視点」を大事に、
やさしい用語で、前向きに進んでいけるように！

32

「認知症の人を地域で支えたい」
・願っている介護職・医療職が
地元にはいる！

・地元で推進役になる研修を
継続開催
・身近で一緒に学び支えあう
・仲間を増やす⇒チームになる

身近な地域で、必要な取組みと
支援の実働をチームで実践。

■宮城県大崎市の取組み 人口 13万人、高齢化率 27%

推進員が地域の介護職に呼びかけて
地域単位に推進チームを結成。
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地域で必要な
支援・活動

人材・チーム育成
サポーター講座

行政担当者

玉造地域包括支援
センター

田尻地域包括支援
センター

古川地域包括支援
センター

志田地域包括支援
センター

推進員 推進員 推進員

仲間
推進チーム

仲間
推進チーム

仲間
推進チーム

仲間
推進チーム

人材・チーム育成
サポーター講座

地域で必要な
支援・活動

人材・チーム育成
サポーター講座

地域で必要な
支援・活動

推進員

人材・チーム育成
サポーター講座

地域で必要な
支援・活動

認知症地域支援の推進人材・チーム育成を、地域単位で続ける

この地で暮らす
本人・家族
（声・力）

この地で暮らす
本人・家族
（声・力）

この地で暮らす
本人・家族
（声・力）

この地で暮らす
本人・家族
（声・力）

本人の視点を大切にする仲間・推進チームが育つ
宮城県大崎市

■新潟県湯沢町の取組み 人口 ８０００人、高齢化率 ３４%

推進員が、地域の専門職、住民が出会い、話しあう
集まり（アクションミーティング）を継続的に開催。
共に取組むテーマを決めて、自主的・継続的な
取組みを発展させ、つながりと、活き活き暮らせる
認知症の人を増やし続けている。
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35

アクション農園：誰もが参加可能、早めの相談、本人が元気に

安心して外出できる町づくりに発展、多職種・住民が自主参画

36

５．各市区町村が、
認知症の人にやさしいまちになるために

～認知症地域支援推進員とともに進めるまちづくり～
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認知症地域支援推進員
すべての町の中で、活動を始めつつあります。
★出会い、話しあい、強味・弱みを補いあいながら。
★一緒に、
自地域にある力を、大切に見出しながら

★一人ひとり、本人と家族の思い・力・願いを大切にしながら

民 産

学 官
➤近くの大学
▶高校 学校
▶中学校
▶小学校
▶保育園,幼稚園

送迎バズ

子供たち
先生たち
PTA

▶個人商店（八百屋、魚屋、肉屋等）、スーパー、コンビニ、コープ
直売所 ▶飲食店 ホームセンター、大工、 お寺

▶薬局 ▶理美容店 ▶針灸院、整骨院、マッサージ
▶宅配業者、新聞店配達、ヤクルト、牛乳、ゴミ回収業者
▶タクシー、バス、駅・鉄道、トラック、ガソリンスタンド
▶銀行、信用金庫、郵便局

▶カラオケ、パチンコ
▶農家、農協、漁協、商工会
▶ 工場、倉庫

地元企業 など

▶市職員、
地域包括支援センター
保健センター
老人福祉センター
公民館

▶消防本部
▶警察 など

▶自治会 ▶民生・児童委員（協） ▶（地区）社協
見守り協力者、集落支援員、婦人会、老人クラブ 地域の長老

▶消防団、防犯・防災メンバー 祭の関係者
▶寄り合いどころ（地域サロン等）

▶町の趣味・文化・運動サークル、
ウオーキング好き、ラジオ体操の会 ▶犬の散歩仲間、動物

▶未就園児母子、子ども会、学童クラブ ▶子育てサークル

▶青年部、若者/グループ 、団塊の世代
▶ボランティア（地元の会）施設慰問グループ
▶介護者の会、家族の集い ＮＰＯ
▶同級生つながり、同僚つながり など

本人・家族 ▶多様な医療・介護・福祉事業所

★領域を越えたつながりが、新たな解決⼒を⽣む：専⾨職・⾏政職も地域の⼀員
★本⼈、家族も、地域⽀援・体制づくりの⼤事なパートナーとして。

わが町の場、自然、季節、文化、産業等

参考・富士宮市資料

町のあらゆる⼈が、認知症の⼈と家族の⾒守り・⽀え⼿
→⼈から⼈へ活きた関係を紡いでいく
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20

友

本
人
の
状
態

発症 全身状態低下 終末

理解・支援・つながり不足

在宅サービス

グループホーム

理解・支援・つながりあり

＊

＊

＊
＊

自分らしい暮らし

家族や親せき
職場の人々
地域の人々,子供達
町内会、友人
民生委員さん
店、交通機関他

施設

＊どの段階でも
あきらめないで
より良い状態になるように

地域包括支援センター

ケアマネージャー
訪問介護・訪問看護
デイサービス・デイケア
ショートステイ、他

小規模多機能

かかりつけ医・専門医

つ
な
が
っ
て
力
を
合
わ
せ
る

＊

保健・行政サービス

いつでも・どこでも、大切な生活仲間

本人、家族
周囲の人々が

互いに楽

病院

生活の支障が増える

あなたの町でも、つながりを一緒に育て、よりよい日々を送れるように

本日お伝えした活動事例の関連情報は、
DCネット(認知症介護情報ネットワーク）を
ご覧ください。

＊DCネット
→研修情報
→認知症地域支援推進員研修関連


